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藤⽥地点のダム建設前10
か年変動幅

34資料2

ダム直上地点における平
均値(⻑い年)、最⼤値(短
い年、中間の年、⻑い年)、
最⼩値(⻑い年、中間の年、
短い年)

39資料2
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溶存酸素量は、ダム建設前に⽐べ、平均値で0.9mg/L程
度低下、最⼩値で最⼤0.6mg/L低下するが、環境基準値
の超過は⽣じないと予測した。

溶存酸素量は、ダム建設前に⽐べ、平均値で1.0mg/L
程度低下、最⼩値で最⼤1.9mg/L低下するが、環境基
準値の超過は⽣じないと予測した。

箱書き1ポツ⽬の⽂章修正
39資料2

昭和57年7⽉洪⽔における
⼈吉地点ダム建設前SS最⼤
値

45資料2

全有機炭素について、川辺
川のLQ式、五⽊⼩川のLQ
式の添え字

62資料2

溶解性有機炭素について、
川辺川のLQ式

62資料2

総リン(T-P）について、添
え字

62資料2



修正後委員会時修正箇所ページ資料番号
クマタカBつがい
の予測結果の表

・直接改変につい
て、⾏動圏のコア
エリアの改変率の
修正。

129資料2

クマタカCつがい
の予測結果の表

・ダム洪⽔調節地
の環境について、
最も営巣に適した
地域、狩場に適し
た地域の改変率の
修正。130資料2

予測の結果つがい名

行動圏内のコアエリア、繁殖テリトリー及び幼鳥の行動範
囲の一部（それぞれ2.3％、3.1％、1.1％）、最も営巣に適した
エリアの一部（0.23%）が原石の採取の工事等により改変さ
れるが、改変区域外に生息にとって重要な環境が残される
ことから、生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。な
お、最も狩場に適した地域は改変されない。

直接
改変

B

【工事中（試験湛水に伴う定期間の冠水）】
行動圏内のコアエリア、繁殖テリトリー及び幼鳥の行動範

囲の一部（それぞれ7.6％、9.2％、6.5％）、最も営巣に適したエ
リアの一部（4.4%）、最も狩場に適した地域の一部（9.1%）が改
変されるが、改変区域外に生息にとって重要な環境が残さ
れることから、生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

ダム
洪水調
節地の
環境 【供用後（洪水調節に伴う一時的な冠水）】

冠水期間は平均１日程度（最大3日程度）であり、樹種の耐
冠水日数と標高ごとの冠水期間を考慮すると、植生の生育
状態の変化は小さいことから、生息・繁殖環境の変化は小さ
いと考えられる。

原石山の工事は、既往の営巣地から700m以上の離隔が
あるが、原石山での工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音
等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により
生息環境が変化すると考えられる。

直接
改変等
以外

予測の結果つがい名

行動圏内のコアエリア、繁殖テリトリー及び幼鳥の行動範囲、
潜在的な営巣環境及び好適採食地のいずれについても事業
による改変は小さいことから、生息・繁殖環境の変化は小さい
と考えられる。

直接
改変

C

【工事中（試験湛水に伴う一定期間の冠水）】
行動圏内のコアエリア及び繁殖テリトリーの一部（それぞれ

2.2％、0.11％）、最も営巣に適した地域の一部（1.0%）、最も狩場
に適した地域の一部（3.4%）が改変されるが、改変区域外に生
息にとって重要な環境が残されることから、生息・繁殖環境の
変化は小さいと考えられる。なお、幼鳥の行動範囲は改変さ
れない。

ダム
洪水調節
地の環境

【供用後（洪水調節に伴う一時的な冠水）】
冠水期間は平均１日程度（最大3日程度）であり、樹種の耐

冠水日数と標高ごとの冠水期間を考慮すると、植生の生育状
態の変化は小さいことから、生息・繁殖環境の変化は小さい
と考えられる。

関連工事はコアエリア内で実施されないため、生息・繁殖環
境は変化しない。

直接
改変等
以外

予測の結果つがい名

行動圏内のコアエリア、繁殖テリトリー及び幼鳥の行動範
囲の一部（それぞれ3.2％、3.1％、1.1％）、最も営巣に適した
エリアの一部（0.23%）が原石の採取の工事等により改変さ
れるが、改変区域外に生息にとって重要な環境が残される
ことから、生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。な
お、最も狩場に適した地域は改変されない。

直接
改変

B

【工事中（試験湛水に伴う定期間の冠水）】
行動圏内のコアエリア、繁殖テリトリー及び幼鳥の行動範

囲の一部（それぞれ7.6％、9.2％、6.5％）、最も営巣に適したエ
リアの一部（4.4%）、最も狩場に適した地域の一部（9.1%）が改
変されるが、改変区域外に生息にとって重要な環境が残さ
れることから、生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

ダム
洪水調
節地の
環境 【供用後（洪水調節に伴う一時的な冠水）】

冠水期間は平均１日程度（最大3日程度）であり、樹種の耐
冠水日数と標高ごとの冠水期間を考慮すると、植生の生育
状態の変化は小さいことから、生息・繁殖環境の変化は小さ
いと考えられる。

原石山の工事は、既往の営巣地から700m以上の離隔が
あるが、原石山での工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音
等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により
生息環境が変化すると考えられる。

直接
改変等
以外

予測の結果つがい名

行動圏内のコアエリア、繁殖テリトリー及び幼鳥の行動範囲、
潜在的な営巣環境及び好適採食地のいずれについても事業
による改変は小さいことから、生息・繁殖環境の変化は小さい
と考えられる。

直接
改変

C

【工事中（試験湛水に伴う一定期間の冠水）】
行動圏内のコアエリア及び繁殖テリトリーの一部（それぞれ

2.2％、0.11％）、最も営巣に適した地域の一部（4.4%）、最も狩場
に適した地域の一部（9.1%）が改変されるが、改変区域外に生
息にとって重要な環境が残されることから、生息・繁殖環境の
変化は小さいと考えられる。なお、幼鳥の行動範囲は改変さ
れない。

ダム
洪水調節
地の環境

【供用後（洪水調節に伴う一時的な冠水）】
冠水期間は平均１日程度（最大3日程度）であり、樹種の耐

冠水日数と標高ごとの冠水期間を考慮すると、植生の生育状
態の変化は小さいことから、生息・繁殖環境の変化は小さい
と考えられる。

関連工事はコアエリア内で実施されないため、生息・繁殖環
境は変化しない。

直接
改変等
以外
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【参考】冠⽔頻
度を踏まえた環
境保全措置等の
検討

・両⽣類の重要
な種の種名の修
正。167資料2

・洪水調節に伴い1年に1回程度の洪水で標高約207m、2年に1回程度の洪水
で標高約225m、5年に1回程度の洪水で標高約240ｍまで貯水する。貯水時
間は、過去の実績洪水のシミュレーション結果の平均で1日程度、最大3日
程度となる。

・洪水調節に伴う貯水により、魚類、両生類及び陸上昆虫類の産卵場が冠水
するものと考えられ、繁殖期に洪水が発生した場合、一時的に産卵場として
適さなくなると考えられる。

・両生類の重要な種については、1年に1回程度の洪水で冠水する産卵場は、
ニホンヒキガエルで13地点、ヤマアカガエルで5地点、トノサマガエルで1地
点、カジカガエルで16地点であった。

・2年に1回程度の洪水で冠水する産卵場は、アカハライモリで1地点、ニホン
ヒキガエルで20地点、ヤマアカガエルで14地点、トノサマガエルで1地点、カ
ジカガエルで29地点であった。

・今後もこのような冠水頻度別の産卵場のデータを用いて、冠水頻度を踏ま
えたワンドの整備等、具体的な環境保全措置等を検討していく。

・洪水調節に伴い1年に1回程度の洪水で標高約207m、2年に1回程度の洪水
で標高約225m、5年に1回程度の洪水で標高約240ｍまで貯水する。貯水時
間は、過去の実績洪水のシミュレーション結果の平均で1日程度、最大3日
程度となる。

・洪水調節に伴う貯水により、魚類、両生類及び陸上昆虫類の産卵場が冠水
するものと考えられ、繁殖期に洪水が発生した場合、一時的に産卵場として
適さなくなると考えられる。

・両生類の重要な種については、1年に1回程度の洪水で冠水する産卵場は、
ニホンヒキガエルで13地点、ヤマアカガエルで5地点、カジカガエルで1地
点、カジカガエルで16地点であった。

・2年に1回程度の洪水で冠水する産卵場は、アカハライモリで1地点、ニホン
ヒキガエルで20地点、ヤマアカガエルで14地点、トノサマガエルで1地点、カ
ジカガエルで29地点であった。

・今後もこのような冠水頻度別の産卵場のデータを用いて、冠水頻度を踏ま
えたワンドの整備等、具体的な環境保全措置等を検討していく。


